
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
10
回
刃
物
供
養
菜
祭

【
日
時
】

12
月
３
日（
土
）〜
11
日（
日
）

　

平　

日　

８
時
30
分
〜
17
時

　

土
・
日　

10
時
〜
16
時

【
場
所
】
土
佐
刃
物
流
通
セ
ン

タ
ー
（
土
佐
山
田
町
上
改
田
）

【
催
し
】

・
不
要
に
な
っ
た
刃
物
の
供
養
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置

・
再
生
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

・
供
養
作
業
実
演

　

（
土
・
日
の
13
時
〜
）

　山内氏が土佐２４万石の

藩主になった時、朝比奈氏

は１，４００石を賜わった。

この石数から有力家臣の一

人であると考えられる。

　この朝比奈氏の所領に香

北町永野の８１石も含まれ

ていたが、永野地区は水利

に不便で、優良な米の生産

地ではなかったので、朝比奈右京親子は慶安２年

（１６４９）１０月、東側の久保川からの導水を計

画して水路工事を開始した。この江戸時代初期は、

藩政も積極的に米の増産で経済力を高める政策が

あったようである。

　水路の開削は、岩盤や急傾斜地、軟弱地盤や崩

壊地もあり、これに人力に鍬とモッコで挑むのは

大変だった。ズイキ（干里芋の茎）を焚いて岩を割

り、幾度も崩落したとも伝えられているが、的谷よ

り東は６カ月で完成させた。３代目玄蕃が志を継

いで工事を継続し、一年を経ずに的谷より西を完

成させた。藩主は玄蕃の功績を評価して、新たに

２，５００石を与え、中老から家老職に列せられた。

　村人は、代々この朝比奈氏の功績を口伝した。

大正９年１２月、地区青年によって野麓神社境内

に永野大井開鑿記念碑が建立されて偉業を伝えて

いる。本田８町１反、新田３９町７反の内、約２１

町一反を役知（藩士の私有地）として与えられ、ま

た、玄蕃は長岡八幡宮に射場を設けた。南路志に

は「朝比奈玄蕃が鉄砲の役知として長岡を給地さ

れたとき、長岡に１０人が鉄砲を備えた。やがて、

寛文１２年（１６７２）正月１５日に、撃ちはじめを

行って以来、ここが射場になり、八幡が祀られる

ようになった」と書かれている。　

　朝比奈玄蕃は、宝永７年（１７１０）に退隠し、

正徳５年（１７１５）７５

歳で没した。継子玄蕃元

武は、正徳２年に自害し

ていたので、朝比奈家は

断絶した。長岡八幡宮は、

長岡の住民によって祀ら

れ、今日に朝比奈氏の徳

を伝えている。

　　　　（香美史談会）

・
刃
物
研
ぎ　

200
円
〜

（
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品
は
無
料
）

※
土
・
日
依
頼
分
は
、
当
日
返

却
。
平
日
依
頼
の
あ
っ
た
物
、

お
よ
び
ハ
サ
ミ
類
は
お
預
か
り

し
、
後
日
返
却
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

土
佐
刃
物
流
通
セ
ン
タ
ー

☎
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・

０
４
６
７

（
土
佐
打
刃
物
技
伝
職
集
団　

　
　
　
　
　

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
）

◆
土
佐
打
刃
物
に
つ
い
て

（
第
17
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
か
ら
）

土
佐
打
刃
物
は
、
使
っ
て
み
て

初
め
て
切
れ
味
が
分
か
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

す
ば
ら
し
い
技
術
を
も
っ
て
い

る
の
に
、
後
継
者
が
あ
ま
り
い

な
い
よ
う
で
す
ね
。
県
内
外
に

も
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
も

企
画
し
て
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

私
も
一
本
持
っ
て
長
く
使
っ
て

い
ま
す
。
昔
、
鍛
冶
屋
（
か
じ

や
）
の
見
学
に
行
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

関
東
地
方
に
住
ん
で
い
る
知
人

が
、
土
佐
打
刃
物
の
包
丁
を
と

て
も
気
に
入
っ
て
、
柄
が
水
で

腐
っ
て
も
取
り
替
え
て
、
ず
っ

と
使
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
宣

伝
を
！

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
切
れ
味
最
高
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

昔
は
稲
刈
り
も
鎌
で
、
手
刈
り

で
し
た
。
楠
目
地
区
は
鍛
冶
屋

の
多
い
所
で
、
朝
早
く
か
ら
、

ト
ン
！
テ
ン
！
カ
ン
！
テ
ン
♪

と
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
物
作

り
の
良
さ
、
価
値
（
観
）
を
広

報
等
で
も
と
り
あ
げ
て
、
若
者

た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
伝

統
あ
る
〝
土
佐
打
刃
物
〞
を
受

け
継
い
で
い
く
人
材
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

普
段
家
で
何
気
な
く
使
っ
て
い

た
包
丁
が
土
佐
打
刃
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
切
れ
味
が
良
く
て
使
い
や

す
い
で
す
。
包
丁
以
外
の
土
佐

打
刃
物
は
、
ま
だ
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
興
味

が
あ
る
の
で
、
刃
物
ま
つ
り
に

も
、
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
刃
物
ま
つ
り
初
日
は
、
夕
方

雨
が
降
り
ま
し
た
。
か
か
し
の

中
に
は
布
製
の
も
の
も
あ
り
、

か
か
し
に
合
羽
を
着
せ
る
光
景

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
一

句
、
秋
雨
や
か
か
し
も
合
羽
を

身
に
ま
と
い
（
細
木
）

▼
や
な
せ
た
か
し
記
念
館
の
収

蔵
庫
落
成
式
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
次
回
、
12
月
号
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
こ
こ
で

一
句
、
黄
金
田
に
映
え
る
壁
画

は
バ
イ
キ
ン
マ
ン
（
公
文
）

 

私
は
、
高
知
工
科
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

２
年
生
で
す
。
２
０
１
０
年
の

10
月
に
中
国
の
鄭
州
市
か
ら
来

ま
し
た
。
今
は
情
報
シ
ス
テ
ム

研
究
室
で
、
高
性
能
計
算
処
理

環
境
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
私
の
大
好
き
な
鄭

州
市
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鄭
州
は
河
南
省
の
省
都
で

す
。
河
南
は
黄
河
の
南
と
い
う

意
味
で
す
。
中
国
の
中
央
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
の

時
代
（
紀
元
前
16
〜
11
世
紀
）

の
都
と
し
て
栄
え
、
以
後
３
千

５
百
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
当
時
か
ら
青
銅
精
錬
技
術

や
陶
器
生
産
技
術
が
、
と
て
も

発
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
商
時
代
の
甲
骨
文

字
、
青
銅
器
な
ど
を

含
む
文
化
財
が
保
存

さ
れ
て
い
て
、
河
南

博
物
館
で
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
文
化
財
が

多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
訪
問
し
て
く
だ
さ

い
。
少
林
武
術
の
お
寺
と
し

て
、
ま
た
達
磨
が
禅
を
始
め
た

こ
と
で
有
名
な
お
寺
、
少
林
寺

は
鄭
州
に
あ
り
ま
す
。
５
世
紀

の
建
立
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鄭
州
市
は
今
も
交
通
の
要
所

と
し
て
発
展
し
続
け
、
人
口
も

増
え
て
い
ま
す
。
鄭
州
市
で
600

万
人
、
河
南
省
で
１
億
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
鄭
州
市
の
中

央
経
済
区
の
開
発
計
画
に
は
黒

川
紀
章
の
提
案
を
採
用
し
ま
し

た
。
環
境
・
共
生
・
代
謝
・
環

状
都
市
と
い
う
発
想
の
基
、
鄭

州
市
は
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
香
美
市
に
住
ん
で
１
年

に
な
り
ま
す
。
香
美
市
は
き
れ

い
で
、
静
か
で
、
暮
ら
し
や
す

い
町
で
す
。
皆
さ
ん
、
と
て
も

温
か
く
て
優
し
い
で
す
。
香
美

市
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第２９回
 朝比奈右京と永野　 
    （香北町永野）　
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張　

士
勛　　　　　　　

 　
　
　
（
中
国
・
河
南
省
鄭
州
市
）

ジ
ャ
ン　
シ
ー
シ
ュ
ン
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掲　

示　

板

げんば

まつ

かいさく

まとだに

た

くわ

たま

なんかはちまんぐう なんろし

やろく

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

大椋の木

香北町朴ノ木

国道１９５号

物
部
川

長岡八幡宮　●

香北町永野

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大大椋大大大大椋大椋大椋大椋大椋大大大大大椋大椋大椋椋椋大大大大大大大大大大大大椋大大大椋大椋大椋大大大椋大大椋大大椋椋大椋椋椋大大大大大大大大椋大大椋大大椋大大椋椋椋椋大大大椋大大大大大椋大大大大大椋大大大大大大大大大椋椋大大椋大大大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大椋大椋大大大大大椋大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大椋大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大椋椋の木ののののの木の木木木木の木の木の木の木の木のの木木の木木木のの木木の木の木の木木の木木の木の木のの木の木木のの木のの木の木ののの木の木木木木木木の木の木木の木木の木の木木木の木木の木の木ののの木の木の木の木の木のの木の木木木の木木木木木木木の木の木の木の木のの木木の木の木の木の木木木の木木木ののの木の木木のの木木の木木のの木のの木の木木の木の木木木木木の木ののののの木の木木の木のののののの木の木木の木のの木のの木ののの木木木木木のののの木のの木木のの木の木木木の木木のののの木木の木の木木木のののの木木木のの木のの木木木の木の木の木のののの木木木木木木ののの木木木木木ののの木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木の木木木木木木木木木木ののの木木木木の木の木木木木ののの木木ののののの木の木の木木木の木のの木木木木ののの木の木木のの木木木木木木

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

い
ひ
め

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

や
な
せ
た
か
し

Ｃ土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

（協）
長岡八幡宮長岡八幡宮長岡八幡宮

　　
作：鳴鉢　ウノタ

(山田高校マンガ部)

ちなみに市役所近隣の桜並木
でも狂い咲きが見られました。
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